
１ 事業の目的

洲本市

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名 消防団管理システム導入によるデジタル化推進事業

消防団員の基本情報等について、複数の媒体での管理・運用に伴い事務
が煩雑化していることから、消防団のデジタル化を推進のため、消防団管
理システムを導入し、事務効率化を図る。

２ 事業内容
消防団事務のデジタル化を推進するため、消防団管理システムを導入し、
下記の情報を一元化する。また、情報を蓄積し、データベース化を図る。

 【一元化する団員情報】

・ 消防団員の基本情報（紙台帳・エクセル）

・ 火災等の出動実績（紙台帳・エクセル）

・ 階級歴・表彰歴（紙台帳）

・ 出動報酬の計算等（エクセル）

・ 退職報償金の計算等（エクセル・退職報償金システム）

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

内容検討・打合せ 回数 ５回 ５回

操作説明会 回数 ２回 ２回

消防団情報のデジタ
ル化・システム化率 率 １００％ １００％

３ 事業成果
・ 紙台帳やエクセル等での複数の媒体による管理から、消防団管理
システムによる一元管理へ移行したことに伴い、各消防団員の情報
や出動実績等の管理・運用を迅速かつ正確に実施することが可能
となった。

・ 出動報酬等の計算が自動で実施できるようになったとともに、消防
団員の基本情報（住所や振込先等）との連結も

不要となったため、事務内容が簡略化され、消防団事務の

効率化を達成することができた。

・ 団員の出動実績等を蓄積できるため、消防団員の状況を

正確に把握し、各分団の実情に応じた訓練や人事配置等を実施す
ることが可能となった。

５ その他参考情報

兵庫県洲本市自治体名


	スライド番号 1

